
（財）妻籠を愛する会 

旧妻籠村全戸網羅の住民組織 

１、妻籠宿保存運動（４３年９月２０日） 

２、明治１００年記念事業（４３年１１月２３日 

３、三位一体（技術者・行政・住民） 

４、重伝建（昭和５１年９月４日） 
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財）妻籠を愛する会組織図 

寄付行為 S５８．２．１ 

妻籠を守る住民憲章 

       S46.7.25 

＊条例 
・妻籠宿保存地区の建造物小規模修理に関する 

 補助金交付要綱 S54.３．２３ 

・南木曽町妻籠宿保存地区保存計画 S51.6.1 

・妻籠宿保存地区保存条例  S51.6.1 



右上 集落保存の原点寺下地区（夏） 
右下 大妻籠中山道からの眺望 （冬） 

 

 

                左上 妻籠城から見る妻籠宿  (冬） 
                左下 脇本陣「奥谷」囲炉裏   （秋） 

 

 妻籠宿の春夏秋冬 



● 保存と言う名の観光開発 
        １・保存優先  （理と利のバランス） 

             ２・住民憲章「売らない・貸さない・こわさない」 
            妻籠宿座右銘：「初心忘るべからず」 

              ３・統制委員会の重み文化財を守る・後世に残す行動 

       妻籠宿を守る住民憲章 
１・妻籠宿と周辺の自然環境を守る 
２・保存優先「売らない・貸さない・こわさない」 
３・保存区域 ４・外部資本から妻籠を守る 
５・住民自らを守る、統制委員会 ６・風致を保全 
７・環境整備するため８・防火態勢を確立するため 
９・防犯態勢を確立するために１０・交通安全を図    
    るために 
１１・町・県・国に対して 

 
        昭和４６年７月２５日宣言 



● 継続は力なり  
  １・妻籠宿保存事業        ４４年 
  ２・「文化文政風俗絵巻之行列」 ４４回 
  ３・新春放談会         ３７回 
  ４・妻籠冬期大学        ３６回 
  ５・妻籠宿火祭り        〃 
  ６・全国町並みゼミ       ３４回 
  ７・狼煙あげ           ６回 
  ８・アイスキャンドル祭り     ４回 



右上 上松宿 天狗山 

右下 妻籠城跡 
             左上 三留野宿 愛宕山 

             左下 妻籠城跡から見る馬籠峠方面 
狼煙揚げ(１月４日） 



 
左上 与川白山神社の神楽獅子舞 

左下 観光客も飛び入りで体験踊り 

 

右上 木曽踊り（真剣な表情で踊る 外国人） 
右下 観て楽しむ外国人 

夏の伝統芸能の夕べ 

 （８月～９月第２週までの毎土曜日 



右上 木取り指導 

右下 板割り 

 

 
左上 天然さわら原木玉切り 

左下 楔割り（ミカン割り） 

 

板葺き石置き屋根修復技能継承 







右上 花木植栽（いろはもみじ、ミツバツツジ） 
右下 妻籠宿尾又地区花木植栽（いろはもみじ、ミツバツツジ） 景観整備 結（協同作業） 

左上 中山道 熊除け鐘設置 

左下 妻籠城跡登山道整備 





文化文政風俗絵巻の行列 

（１１月２３日） 
 





 
● 今後の課題 
 
  １・容量を知る、身の丈 
  ２・遺産相続・景観行政団体 
  ３・過去を知り・現在を見つめ・将来を見通す 
  ４・税金ない村役場【コミュニイティーセンタ―】 
    住民憲章の尊重   
  ５・継続は力、結いの行動、 




